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令和６年度 第35期小田原市図書館協議会第６回協議会 

書面会議結果報告兼議事録 

 

１ 書面会議の開催方法及び期間 

令和６年９月５日（木） 【事務局→委員】書面会議の依頼・書類の発送 

令和６年９月５日（木） 

～９月13日（金） 
【委員→事務局】回答様式の提出 

 

２ 書面会議書提出委員 

  ７名 

 

３ 案 件 

 報告事項 

（１）利用者からの意見・要望について（資料１、２） 

（２）令和５年度 小田原駅東口図書館事業報告概要及び評価について（資料３） 

（３）令和５年度 中央図書館事業報告概要及び評価について（資料４） 

（４）令和５年度末の蔵書資料数等について（資料５） 

（５）小田原駅東口図書館及びおだぴよ子育て支援センター指定候補者選定委員会につい 

   て（資料７） 

（６）その他 

協議事項 

（１） 図書館を使った調べる学習コンクール審査員の選出について（資料６） 

 

４ 協議結果、提出意見と回答 

報告事項 

（１）利用者からの意見・要望について 
２ページのとおり 

（２）令和５年度 小田原駅東口図書館事業報告概要及び評価 

   について 
２ページのとおり 

（３）令和５年度 中央図書館事業報告概要及び評価について ２ページのとおり 

（４）令和５年度末の蔵書資料数等について ３ページのとおり 

（５）小田原駅東口図書館及びおだぴよ子育て支援センター 

   指定候補者選定委員会について（資料７） 
意見なし 

（６）その他 ３ページのとおり 

協議事項 

（１）図書館を使った調べる学習コンクール審査員の選出に 

   について 

３ページのとおり 

※提出された書面会議書のうち、意見があったものを掲載。 
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報告事項  

（１）利用者からの意見・要望について（中央図書館） 

委員名 意 見 回 答 

北河委員 ３.利用者のガムの件について、ガ

ムを噛むことを注意するのは非常

に難しい。許容範囲ではないか。 

咀嚼音が持続するガムの喫食について

は、周囲への影響にかんがみ御遠慮願

いたいと考えております。 

（２）令和５年度 小田原駅東口図書館事業報告概要及び評価について 

委員名 意 見 回 答 

北河委員 ６.利用統計においてレファレンス

数令和４年1,167件から令和５年

664件と激減の要因をどう分析して

いるのか。 

図書館の利用に慣れた方が多くなった

ことによる軽微な質問の減少が一番の

要因だと考えられます。 

勝川委員 利用者アンケートを見ると、個人

の進路や学習として使用したい10

～20代と、カフェ的な憩いの場を

求める40代以上の図書館に求める

ものの違いを感じた。どちらも１

つの使い方だと思うし、特に駅前

の図書館に求められる多様な使い

道なのかもしれないが、図書館本

来の在り方を考えると利用者側に

も少し考えを改めてもらいたい気

持ちになる。 

モニタリング協議会の際、有識者の先

生からも同様のご意見をいただき、図

書館の考え、方針を利用者に理解して

もらう必要がある、とのアドバイスを

いただきました。今後は、市としての

考えも含め、東口図書館の在り方を利

用者にご理解いただくための方策を検

討し、周知に努めてまいります。 

長谷川委

員 

利用者アンケート以外に他者から

の評価を測定する仕組みはあるの

でしょうか。 

それぞれの評価結果を今後の図書

館運営に役立ててください。 

すべてのイベントではありませんが、

イベントの際アンケートを行ってお

り、利用者アンケートと同様に運営の

参考にしております。 

（３）令和５年度 中央図書館事業報告概要及び評価について 

委員名 意 見 回 答 

勝川委員 自己評価表の評価点に「５」が１
つもないのが気になった。(東口図
書館は逆に４・５だけで３以下が
１つもない)謙虚な姿勢からの評価
なのか。中央図書館として担う役
割の重さを加味してなのか、少し
気になった。 

各項目において、現状を更に向上させ

る余地があることなどを思慮し評価し

たものです。 

藤本委員 東口図書館では、AED訓練が入っ
ていますが、中央図書館では記載
がありませんでした。記載はない
が行っているということでしょう
か。 

令和５年度は実施していません。 

長谷川委

員 

東口図書館の資料には利用者アン
ケート結果が添付されています
が、中央図書館は実施しているの
でしょうか。 

中央図書館で開催するイベントでは、
開催時に満足度や開催イベントに関す
るアンケートを実施していますが、そ
の他、中央図書館に関する総合的なア
ンケートは実施していません。 
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（４）令和５年度末の蔵書資料数等について 

委員名 意 見 回 答 

北河委員 (１)資料総数について、マロニ

エ・いずみ・こゆるぎに購入”０”

なのはなぜか。 

地域センターの図書室・図書コーナー

を所管する地域政策課の図書購入予算

がないためです。 

 

（６）その他 

委員名 意 見 回 答 

藤本委員 利用者の声を真摯に受け止め、対

応されていることがよく分かりま

した。学校内で職員が話していた

ことをお伝えします。以前、学校

職員であることを伝えた上で貸し

出しについて伺ったところ、「同じ

ような本ばかり借りられるのは困

る」というような内容を言われた

とのことでした。団体貸し出しに

関する要綱について変更はあった

のでしょうか？ 

同一分野による貸出冊数制限は、小説

を除き、20冊以内としております。ま

た、大活字本は20冊以内、大型絵本は

10冊以内、紙芝居は６点以内としてお

ります。 

上記は、「小田原市立図書館における

団体貸出に関する取扱要領」で定めて

おりますが、貸出冊数制限について

は、近年改正しておりません。 

長谷川委

員 

資料２・３の関連になるかもしれ

ませんが、電子図書館の評価やア

ンケートなど実施しているのでし

ょうか。 

実施していません。 

 

協議結果（１）図書館を使った調べる学習コンクール審査員の選出について ※書面表決 
事務局案に賛成６名・反対１名 
過半数の賛成をもって、藤本委員を選出とします。 

委員名 意 見 回 答 

勝川委員 藤本委員であることに反対ではな

いが、第36期の新しい委員の方に

経験していただいてはどうでしょ

うか。私も委員になった最初の会

議で指名され、驚きましたが良い

経験をさせていただきましたの

で。（最初の会議の開催時期によっ

ては無理かもしれませんが） 

第１回協議会等のスケジュールの都合

上、36期の新委員に依頼するのは難し

いと判断しました。 

 


